
 

 

教科名 公 民 単位数 ２単位 担

当 

者 
嶋 崎 俊 樹 

科目名 発展政経 年次 ３年次 

使用教科書 

副教材等 

「政治・経済」（東京書籍） 

「最新図説 政経 ２０２５」（浜島書店） 

「要点マスター 政治・経済 整理と演習」（東京書籍） 

１ 学習の到達目標（育成すべき資質・能力） 

・現代の政治・経済・国際関係について、基礎的な知識や概念、理論を身につけるとともに、資料や情報から各事象の

関係を読み取ることができる。 

・民主主義の本質を理解し、政治・経済・国際関係などに関する諸課題について、良識ある公民として主体的に解決す

るための方策を構想する態度を持つことができる。 

・国家や社会の形成者として公正な判断力を持ち、それらをもとに、よりよい社会を形成するための思考力や表現力を

高めることができる。 

２ 学習の評価（評価規準と評価方法） 

観
点 

a. 知識及び技能 b. 思考力、判断力、表現力等 c. 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

社会の在り方に関わる現実社会

の諸課題の解決に向けて、探究す

るための手がかりとなる概念や

理論などについて理解するとと

もに、諸資料から、社会の在り方

に関わる情報を適切かつ効果的

に調べまとめている。 

国家および社会の形成者として必要

な選択・判断の基準となる考え方や

政治・経済に関する概念や理論など

を活用して、現実社会に見られる複

雑な課題を把握し、説明するととも

に、身につけた判断基準を根拠に構

想したり、構想したことの妥当性や

効果、実現可能性などを指標にして

議論し公正に判断したり、表現した

りしている。 

国民主権を担う公民として、我が国

や国際社会において、よりよい社会

の実現のために、現実社会の諸課題

を主体的に解決しようとしている。

また、その知識を意欲的に得ようと

している。 

主
た
る
評
価
方

法 

定期考査 

 

定期考査 

ワークブックにおける作業 

プリント、レポート等の作成・発表 

行動の観察 

ワークブックの提出 

プリント等の提出 

小テスト 

評
価
全
体
に
占

め
る
割
合 

50％ 30％ 20％ 

３ 学習の目標と振り返り 

 ≪目 標≫ 

～何ができるようになりたいか具体的に～ 

≪振り返り≫ 

～学習の振り返りと今後の課題～ 

前 

期 

 【達成できた・一部達成できた・達成できなかった】 

後 

期 

 【達成できた・一部達成できた・達成できなかった】 



 

 

 

４ 学習の内容 

学
期 

学習内容 

（単元） 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

a b c  

前
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

後
期 

【続き】 

第２章 現代日本の経済 

（経済活動の特徴や意義、

資本主義の特徴について理

解できる） 

４ 福祉社会と日本経済の

課題 

 

【国際】 

第２章 現代の国際経済 

（国際経済のしくみや現状、

課題を理解することができ

る） 

１ 国民経済と国際経済 

２ 世界経済の現状と課題 

 

 

第１章 現代の国際政治 

（国際政治のしくみや、日本

と国際社会の関わり、課題を

理解することができる） 

１ 国際政治のしくみ 

２ 複雑化する国際政治と日

本 

 

【復習】 

第１章 現代日本の政治 

（民主政治の本質を世界の

政治と関連させ理解できる） 

1 民主政治の基本原理 

２ 日本国憲法の基本原理 

３ 日本の政治機構 

４ 現代政治の特質と課題 

 

【探究】 

第３章 現代日本の諸課題 

（現代日本の諸課題につい

て政治と経済を結びつけ探

求できる。） 

第３章 国際社会の諸課題 

（現代日本の諸課題につい

て政治と経済を結びつけ探

求できる。） 
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ｂ．経済発展のための効率性の追求と、国民福祉の

向上で求められる公正さとの関連を判断しよう

とする。 

 

ａ．自由貿易の考え方、国際収支表の見方や為替レ

ートのしくみなど基本的な知識を得ている。 

ｂ．経済活動の国際比較など多面的・多角的に考察

している。 

ｃ．経済のグローバル化の動きに対し、現代経済の

特徴を示す諸資料をもとに、政策の効果や弊害に

ついて主体的に判断をしようとしている。 

 

ａ．現代の国際社会における政治のしくみと現状、

課題を理解している。 

ｂ．国際政治について、国内政治との違いをもとに、

現状を踏まえて多面的に考察している。 

ｃ．国際的な相互依存関係の深化や紛争の平和的解

決について、その特質と解決を意欲的に追究して

いる。 

 

 

ａ．現代の政治に関する基本的な理論やしくみを理

解し、その知識を身に付けている。 

ｂ．日本の政治動向から課題を見いだし、社会の変

化や様々な考え方を踏まえて公正に判断してい

る。 

ｃ. 民主政治の本質や現代政治の特質を意欲的に

追究しようとしている。 

 

 

ａ．諸課題を探究するにあたり、課題設定するため

のツールとしての知識を得ている。 

ｂ．現代日本や国際社会の政治経済上の諸課題に関

する諸資料を収集し、問題点を明確にし、その対

策について論理的に考察し、本質を表現すること

ができる。 

ｃ．現代日本や国際社会の諸課題に学習に役立つ情

報を主体的に選択し解決への構想を持とうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

ｂ．行動の観察、定期考

査、ワークブックの点検 

 

 

ａ．定期考査 

 

ｂ．行動の観察、定期考

査、ワークブックの点検 

ｃ．行動の観察、ワークブ

ックの点検、小テスト、自

己評価 

 

ａ．定期考査 

 

ｂ．行動の観察、定期考

査、ワークブックの点検 

ｃ．行動の観察、ワークブ

ックの点検、自己評価 

 

 

 

ａ．定期考査 

 

ｂ．行動の観察、定期考

査、ワークブックの点検 

 

ｃ．行動の観察、ワークブ

ックの点検、小テスト、自

己評価 

 

ａ．発表されるレポート 

 

ｂ．発表されるレポート、行

動の観察、相互評価 

 

 

ｃ．自己評価、相互評価 

 


